
上田庄三郎研究　（ゴ

川　口　幸　宏

　第2章　生活緩方理論の成立

第ヱ節　大正自由教育運動の展開

1．新しい教師像の形成

　　上田庄三郎は、1914（大正3）年3月、高知師範学校第一部を卒業、高知県幡多郡三崎尋

　常高等小学校の教壇にたった。高知師範在学中に、オイケン、ベルグソン在どの生命哲学、トル

　ストイの人道王義文学、ルソーの自然王義教育論〉あるいば社会王義に関する文献をむさぼり読

んだと語る人がいるa）明治後期からのデモクラシーの潮流出明治絶粧義体制の内部をゆさぶっ

た個人王義思想一を真正面から受けとめようとしていたのであった。重た彼の回想によると、師

範の同級生数名と文学同人を結成、同人。黒岩正一より石川啄木について手ほどきを受け、上田

は啄木に心酔するように重で在る。後年、啄木論について著書を発表するが、啄木のいわゆる

「日本出の代用教員」の王張が、上田の教壇に立つにあたっての心がまえと在っ．ていたといって

も拾おげさではない。彼はr青年教師としての可能な啄木精神への肉迫が、ただちにわたしの教

師としての実践生活であった」と書き残している。（2）

　大正新教育運動の胎動は、早くも明治30年代に始まっていた。す在わち、明治32年の樋口

勘次郎著r統合圭義新教授法』を先駆とし、多くの講壇教育学者による外国の新教育思想の紹介

が相つぎ、大正に入る頃明石師範附属小学校における及川平治の動的教育学の実践を画期とし、

西山哲次（帝国小学校）、中村春二（成嬢実務学校）、沢柳政太郊（成城小学校）などによる私

立学校の設立、木下竹次（奈良女高師附小）、手塚岸衛（千葉師範附小）などによる附属学校で

の新教育の実験などがつぎつぎと展開された。

　この動向が上田の初期の教育実践にどう影響していたかはつまびらかではない。ただ、前述の

ように、デモクラシー思潮を真塾に受けとめていたという事実が、上田がいかに時代の動きを見

る目の鋭い人であったかを、ものがたっているだろう。一部には、鈴木三重吉『赤い鳥』創刊の

ころにば・すでに・新教育の研究会を同僚と共に開いて脈と語版られている亀）たしかに・

資史料の残されている大正9年以降をみると、たとえば、1920（大正．g）年には同志ととも

に八大教育思潮の一つ、創造教育論の稲毛金七の講演会を桔多郡内に拾いて成功させているし、

192i年には北原白秋、山本蠕、片上伸らの日本自由教育協会と密接在連絡をとり、協会の

機関誌r芸術曲自由教育』の熱心な支持者になっている。また、1924年初頭には20日余り

の日数をかけて新教育祝察に出かけ、千葉師範附小の自由教育実践を参観している。その他、小

原国芳の全人教育論、下中弥三郎の万人労働の教育論などにも、大きく影響をうけている。こう

した上田の足どりを見ていると、彼が師範教育でうけたザ教師王導」「教材絶対」の教育実践理I

論を反古とし、r児章をいかす」教育、新教育のいわゆる児童中心主義教育を懸命に模索してい

一工7一



たことがわかろう。ただ、彼に釦いて閉童を生かす」とは、教師の教育活動を放棄することで

ばない。上田は児童の学習意欲が喚起されるよう、自塵宏個性の展開に待つべきである、とした。

教師は学習のr協働者」なのである。　このような、あるべき教爾像は、従来の厳権．型」では
　　　　　　　　　　　　　　　　　（4）

在い。上田は「児童の自由を尊敬しやうとするには、教育老は自ら自歯人で哀けれぱ表らぬ」と

述べているが　大正デモクラシーの潮流にのり閉童解放」瞳心至上jを王彊し実践していて　　　　　　05）

も、かんじんの教師自身が旧態然たる教育界にがんじがらめに在ってい走のではどうにも在ら潅

い。重ず、教師みずからを教育界あるいは社会全偉の蓑建釣、官鍾釣在因襲や伝統から解きはな

さなけれぱなら在い、というのである。こうした個の解放の論理こそは、単に上田庄三鄭個人に

とどまらず、当時の青年教師たちの間に盛んに支持され走のであっ走。全霞釣に青年教師走ち

の教育研究サークルや文芸サニクルが結成されていっ走のは、春拳よそ、ここに見るよう在事情

によっていたo（6）

　一方、時あたかも、第一次世界大戦後の恐慌、昭稲鰯へともちこされていく違綾的不景気牝見

まわれ、「天職」の教育界にも、具体的在生活難一絵専不払沌遅鼠減俸凌ど一が春そいかかっ

ていた。・こうした中で他の労働界で生活難解消を求めて労動者の麹轟化が進んでいく。いわゆる、

労働運動の台頭を見るように宏って、教育界に於いても、さきの青隼教鰯の蘇究サークル衰ど亀

旧思想を「攻撃」し、自已確立をめざすぱか抄で在く、生活難露消凌どを求めるように浸る。こ

のように、教師が生活権に目覚め、労働老階毅としてみずからを纏畿化してゆ《の氏大正鱗（

おける教育界の一つの特徴であるoたとえぱ、五9夏9年には靖玉県で下申弥三鄭を申心とした

啓明会が結成されている。啓明会は繕成の翌年ギ教員組合啓窮会」と改称し幅第一画のメーデー

に、王催団体の一員として参加している。

　高知県土佐に、上田庄三郎らを中心として結成され走鰯関会も為教師の自已羅立の動き兎生活

権の自覚という性格をもった教員組鱈である。さらに、会員の二部がさきの啓窮会の飽方会員と

して加盟していっている防）結成の鰯ば不詳であ紙遅くと亀亙9雌確その爽カ境っ

たということであり・翌年には綱領何規約を採糺ている陶のち鰯分鰍手抽しが行わ脈

と推察されるが、基本的には特に会長を置か在い、入退会魯由払　r人格鋤集団であっ走。そ

の活動は、会員の要求に塞づき、研究会を会内外で行っ走ジ瑠南教育会（帝国教育会の末鰭機

構）の席上でr待遇」改善やr新しい教育」についての宣伝をし走塑憎その実現を冒ざし走実践

を公開したりしている。このような意味から、鰯関会はデモクラシー釣風溺終よって生意飢走

「教育の近代化」r教育改造」運動の縄銭体であ久生活権への魯覚もめぱえてい走と評するこ

とができよう。この点で、上田庄三郎が昭和に入ってから竜教員麹合運動を邊めていく上で教師

の「教育権」r生活権」を基本とし、その上に教師の噌治樹の確立をめざしていくぺ慧淀と

して「教育は教育する．ものの手灼の論陣を張っているか、そ虹ば文でに大正期の教育運動一をすす

めていく中に端初的にみられた姿勢であったといってもよいだろう。（9）

　聞明会員たちは、デモクラソー的風潮を、r時代の大勢」と杷え為娼態然走る立場を顕冥

思想」ときめつけたoその王張の申には、デモクラシーはr民本主義j（吉野作造）では積《
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眠王王義」だという・今日からみても驚くほどの進歩性を見せているものがあるて、。）しかも・

彼らはrたとえ正当友圭張要求も少在い力では藻られるから、躁られ在いだけの力を成す為めに団

結である」と㌔組織化の必然性をも提唱してい㍉玉）とこ猟ここでいう団結は規約にみられ

るようにr入退会は人格的自由」を指しているところからみて、r人格的結合」にすぎず、組織

原則を明確にする努力はなされて春らず、社会のしくみについての認識の不十分さが、ここには

みられ走のである。この～二とは滝会が当局により弾圧政策がとられ会員のほとんどが日常的に会

合も出来ないよう在ところへ文字通りr四散」させられてし重ったあと、その弾圧の直接の責任

者である一視学が急死したりすることによって沌会の組繊としての活動が、目にみえて拾とろえ

ていっていることに滝端的に現われてきている。ただ相組織体として教師集団が要求をもって活

動することに未熟であった当時の歴史性、杜会的基盤の在かで、閣明会「四散」にたいする自己

保身のために機関誌の発刊が提唱され、それを維持していこうとした会員の情熱ば、評価されて

しかるべきであろうC

　すなわち、ヱ9王9年3月の定期人事移動の際、会員20数名の殆んどが、山問僻地、離島な

どといっ確めて交通不便な各地域に不意転の形で転校させられ㍉、）それに対して上離三郎

はギ精神鋤に会員をつ在ぎとめようという冒的で機関誌礪明』の発行を提唱、みずカ・らそ‘の

編集の中心の任にあたった。機関誌発行のために鬼一号発行につき王O銭の会費が徴収された。

機関誌上には、後にみるように、会員たちのデモクラシー的潮流につきあげられた熱晴が論文や

文学作品（雛短雛ど）にこめられて発表されてい㍉、）臓剛い920年囎干…j・

当初月刊で発刊されていく予定であったが、主幹上蘭庄三郎の病気㌔編集協力者酉山煩一の転任、

さらに上囲の転任友どの編集者鰯の事宿ばか珍ではなく噛r三○数名の会員中毎月投稿する者は
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〔ママ〕
僅に五画六しかない。それを編輯主笹は自分の原稿と他の原稿の謄写に印刷に制本にと来ては殆ど

献身的で衰けれぱ成就され宏い」と一会員が警告をしていることにみるように、会員自身の王体

の間題があ㍉凄）そぴは左遷されたことによって・当局側との妥協に応卜日も早く都会地へ

の転入を望む会員が生じてきたという薯情㌻或いはさきに述べたように、弾圧の直鐘の責任老で

あった或る視学が急死したことによって会活動をそれへの「攻撃」を直接の目的としていた会員

たちは、願冥思想の撲滅」とは自分自身にかえってくるコトバだと重で発言するように在った

という事清等があっ走ことが指摘されるだろ㌔、）結即921隼6月・上田は編集後記に

「もうこれっきり出すことが出来凌いかも知れ重せん。」と結んで、第8号で廃刊した。

　蘭明会の活動の特徴は何か。換言すれば、教師が組織をもって活動するという教員史において

先駆的凌佳格の具体的凌中昧は在にだったのだろうか。その出は、自らがどれ程そうであったの

かということには疑間があるけれども、少なくとも教員組合運動の茅生えの時期にあって、その

動向が敏感に反映されている、ということである。会員たちは、r正当な主張要求の貫徹」のた

めに組幾化の必要性を自覚し走。その正当在r圭張要求」とぱなにだったのか。たとえぱ、ある

会員が・ザ郡教育ヲ発展セγムル方法如何」という論文を発表しているが、それによると、「教

育者側ノ考察」r管理者ト教育者」r児童側ノ観察j　r社会側ノ観察」「設備」r保護者叉ハ其
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一で在けれぱなら在いと思い重す。」　というところにあり、極めて先進的なものであった。この
　　　　　　　　　　　　　　　（23）
清原の言葉に待つまでもなく、聞明会の→障が、中央の啓明会に参加していったごとは、すでに

述べて拾いた。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　■’一一’1一〉！’＾’’∫

　だが塙こうした動向も、教員組合運動の縄験が未熟な時代にあってば組合運動としての発展を

せず、むしろr変質」をしていったこともやむを得ない。上田庄三郎はその「変質」を文芸雑誌

の経営に向けたのであった。さきに述べたように、上田は、祝学の死によってr攻撃」の目標を

失した。それまで彼は鯛会活動を「自我宣伝」の場と位置づけていたにもかかわらも）その結

果「自我鑑賞」というコトバで象徴される「自己改造」「自己創造」の動向を見せるように在鈎

それがポ土』という文芸同人雑誌の経営に彼をむかわしめるもっとも大きな理由であった。たし

かに彼の論稿は、徳弘祝学の死後、自己を内省するものが目立ちばじめている。『聞明』が教師

の教育権囲生活権を要求し実現させる性格ををもっていたとするならば、「自我鑑賞」思想でも

ってはそれに充分こたえることが出来在いことは推察にかたくない。彼は明確に『閲明』誌編集

への情熱を失していく。そして臓弱』誌に代わるr教育」誌の発刊を望んだが㌔それが『聞明』

廃刊の翌月・王92工年腓鯛jされた『土』であっ㌔）上帥『土』誌編集に情熱を鮒

1923年9月言でに12号を発行している。『土』同人でもあダ上田の夫人でもある鶴恵氏

の話によればガ土』誌発行は、五925年春の上京重で続けちれていたというごとである。彼は

『土』によって、r自我観照の自由郷に行こうJとするものであった。そうすることによづて

「ご淋しのなへかけねの加本然正味の庄三郎を引き出したい」と願うのであるてη）この雑

誌には、彼は、文芸作品のほか、自由教育論を展開している。あわせて㌔後述のようにこの頃か

ら優れた自由教育実践をくりひろげはじめていることを考えてみれば、「聞明会」という教員

組合的運動に対する限界を感じはじめた上田はじめ青年教師たちは、先ず自分自身の思想確立を

求臥日冷の教育実践のなかにごそ当面の教育運動の課題を見出したと考えることが出来ようo

　とはいうものの、閲明会がr頑冥思想」に対抗して閲明しようとした「青年教育者の輿論」と

は、重さしく大正デモクラシーの潮流下に展開されたr新教育」論、r自由教育」論であった。

すなわち、聞明会の先駆的性格の第三に”自由教育”運動を切り開き、やがて幡多郡という地に

定着させていったという事が指摘されるだろう。このことは本稿の始めに若干ふれて拾いたこと

である。その申で、創造教育論者1稲毛金七の講演会を三崎下川口聯合教育会と共催したことぱ

特筆されるべきことであ㌔）講演会は「壌腱本位の教育観」と題して一g20年8月2日か

ら6日重で、五目4時間凡て20時問、幡多郡三崎小学校で開催された。閲明会と稲毛舘風（金

七）とがどういうつながりがあって講演会をもつに至ったのか、詳綱は不明である。ただ、九州国

大分の投稿家個清原駿一郎が、稲毛の主宰する雑誌『創造』にr上田君を呼びかけに少しばかり」

醐会について紹介記事を投稿していることぱよび当時・稲毛が創造教育論をもって全国遊説

㌃をしていたこととが、疸接間接にかかわっていたであろうと推察される。r教育学術講習会」は

　r真撃在同志特に若き教育者の自由な集り」という主催者、とりわけ聞明会側の心づもりで、

「吾ら当然の仕事」として開催され㌔）青年教師たちは・稲毛の土帥を「あこカ榊日圃
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待ちつづけた日ば遂に来た」と胸敵らせて迎え㌔）そして㌔「しみじみと恋人の顔を見るよ

うに」稲毛の講演瞭入も1）彼の言うことをト言半句も真理で伽ものば舳と信じた

のである。　ある青年教師は「余ぱ現在真理則稲毛則神くらいに考えているかも知れない」とさ
　　　　（33）

え独白している。　しかし、閣明会王催の講演会に刺激されて開かれた幡多郡王催の稲毛講演会
　　　　　　　（34）

（8月7日より5日問、中村町にて）では塙稲毛をして噌r私は今迄随分方々の講習会へ呼ばれ

て行ったが、此処位侮辱を感じたごとは未だ無かつた」と在げかしめたほどで、圭催考カ彩の不

備、聴講者の不熱心さは目にあ書るものがあったという。後者は明らかにダ教員研修」という強

制から聴講者側に受講態度のあい重いさがあったこと㌔釦よび王催者側に開講の明確な目的意識

の欠如していたことに・講師をして激怒せしめた出因があろ妨毛は曲会郎対して「群が

反抗する理由がぱじめて今日わかった」といい、さらににん在様子では益々君等の仕事が骨が

折れるぞ」と激励ともつ伽コトバを投げたといそ露）このコトバの脈当時の幡多郡陣ける

教育界の大勢がわかるだろう。

　稲毛の講習会の波紋は当局側をして書す重す新教育に対してかたく在在姿勢をとらしめたが噌

一方で、青年教師たちには深く迎え入れられた。さきの新生会では機関誌．『鳥馳に拾いて稲毛

講演特集をくんでいるし、臓明』誌にぱしぱらくの聞鬼稲毛賛美の論稿が展闘されてい㍍上田

庄三郎自身もまた強い影響を受帆講習会を題材にした小説r夏Jを『土』誌に発承玉925

年9月に開校した雲雀ヶ岡小学校の教育圭題をr劇造本位の教育jとした。

　むろん・稲毛の教育哲学のみの新教育理論を受け入れ滴実践化したのではない・礪剛誌に

は、その他『芸術自由教育』『教育問題研究』在どの紹介がみられるばかりでなく、弱らか終そ

れらとの連絡を密接にとろうとしていたごとが伺われるのである苗れらが相補脈静教駈

ちの内面に働きかけ、自由教育論や自由教育実践を形成するという哺由教育運動」の展開と友

っていったのである。そして、この事ぱ、単に閣明会活動期にその開拓が在されたのみ哀らず兎

閲明会以降の活動の中に持ち込まれていっ松ということができるだろう。この噌由教育」と

は「新しり瞳像」研究が展開されたことにほかならないが、そのことについては次翼に釦いて

詳しく述ぺたい。

〔本文註解〕

（1）山崎茂雄　〃上田庄三郎君を偲んで〃（『土佐清水市教育文化擁会会報1第g号憎互959

　年）

（功　上田庄三郎　〃私の文学教師時代〃（『新教師論』1938年啓文社）

　な汽上田庄三郎の啄木論には、拾よそ次のよう在ものがあるo

　　　○　青年教師啄木（五936）

　　　○　情熱の青年教師石川啄木（工9逐8）

　　　○　青年教師石川啄木（1955）

（3）西村政英『魂をゆさぶる教育一青年教師曲上田庄三郎』（ヱ973年、風媒杜）
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（4）たとえば、r大正至3年益野小学校学校経営案』にくわしい。本章次項を参照された㎞

（5）上田庄三郎　序芸術的精神の教育的汎濫一所講自由教育思潮について一”（臓明』第8

　号、五92玉年6月）

（6）石戸谷哲夫閉本教員史研究3（王967年洩講談社）

（7）　『下中弥三郎事典』（i965年、平凡社）によると、隅明会」という糸蹄蕗が階瑚に

載せられた。r高知県高岡郡久乳町劫肛江町を申心に同じく少壮有為の教育老によつて組繊せられて

いる会で帖平田寛君、宮地定晴君抽岡田遊亀君等が主脳者である。平日ヨ熱らの来信によつて同会

の活動の有様も伺はれる。同会の人達が我が啓明会に多数御入会下さつたのを喜ぶ」とあるのが

それである。　この記事のなかに記されてらる宮地と岡田は臓明』誌上に発表された会員名簿

にみられる名であり滝おそらく上田庄三郎らの臓幌会」と同一団体であろう。

（8）　礪明』第3硅嬉号（王920年g月合傍号）に発表された「綱領唾規約」はつぎのとおり。

　綱　　領

　教育の進歩に有害にして時代の大勢に逆行する頑冥思想を撲滅すること。

　教育の高貴を申外に蘭窮し我等教育者の生活を強固充実ならしむるごと。

　青年教育者の輿論を關関し教育界に生新自由の気醜を促進すること。

　規　　約

　本会の王義に賛同するものによりて成立す。

　特に会長を置かず、会員は平等の権利を有す。

　活動の機関として係を置き必要に応じて選定す。

　入会圃退会は人格釣嘗由・

　毎月雑誌礪剃を発行し吾等の王義を宣伝す。

　時冷教育界の新進教育学者を曙して講演会を開く。

な払　r規約」収後二項目（機関誌発行、講演会）については、1920年4月以降に遣加さ

れたものと推察される。

（動　上田崖三郎　雁教育は教育するものの手に〃（『上田庄三郎著作集第二巻教育のための戦い』

　玉9㍑年2月、国土社。論文は、王928年3月ゼ教育新潮』誌上に発表された）

（妙上困庄三郎r教育のための戦りによる。

（ヱ至）薫風”団緒すべし”（礪剃創刊号滝至920年7月）薫風とはぺ1・ネーム。本名は森

　三千枝o

（遡）上田庄三郎　”閣明会のころπ（国分一太郎編ポ石をもて遣われるごとく』エ956年滝英

　宝杜）

（至3）拙稿　”大正顛教員う」クル機関誌礪瑚圃．ポ地軸j総目次、解題〃（ポ教育運動史研究』

　第王6号池互97違年）を参照されたい。礪剛誌ぱ鬼創刊号（五920年7月）以下相第

　2号（？月）、第3晶姿号（9月合併号、編集ぱ本号だけ西山順一）、第5号（王0月）、第6

　号（玉2月）、第7号（玉92至年ヱ月）鬼第8号（6月）の計7柑が刊行された。な拾、会
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　隔月発行で鎧発した。同人は当初2盗名。關明会残党が数名加わっている。誌名は闘明会員黒

　岩正一がつけ走。第5号（王922年3月）を迎える頃に在ると、同人48名と倍増した。そ

　の範麗臥幡多郡内、大分、大駄東氏香州、愛媛そして高知県高岡郡と広く、職種も、教

　簸由商店王蟷憎侶凌どO

（刃）上霞庄三郎　磨混滝を行く捗《軒土』創刊号）

（鴉）上彊の園懇によれば、講甑謝礼は三騎下州口聯含教育会より支払われたということである

　　（上霞　暦鰯窮会のころ燃）。

碑）清原駿一郎　麿麗窮会会員諾君μ（鰯剛第2号）

（葡）　駈鰯馳套蝸号よ抄

（設）もく雀い子（茜山贋一）屠ヨ記から”（礪剛第314号）

（黎）上田庄三郎　磨夏磨（医土j套嗣号）

（詔）佐霞篠山　蕨穏毛氏の哲学から暦（ゼ鳥馳第3号、1921年1月21号）

（諮）子規（山騰義清）燦講習会よ珍かへりて”（礪剛第3一号）

（茜）幸原醸花　辞鱈多郡王鰹講習会に与ふ”（彌瑚第3－4号）

（諮）もくせい子磨冒記から磨

（諏）　彌馳第7号幅礪鄭第2号ほか。

　在転本論文は次の構成から哀る。

はじめを⊂

序章生活緩方運動の成立をめぐって

第玉章　　新輿教育運嚢壷めぐって

　　至．啓窮会再建運動

　　2．　ゼ教育戦線j（嘗由杜）の出版　（以上r人文科教育研究』互）

第2章　生活緩方理論の成立

　第豆簸　大正富由教育運動の展麗

　　豆．．薮しい教簸像の彩成　（以上・本誌）

　　2．新しい兜童饒一自歯教育実践について

　第2範　生活緩方理論の成立

第3章　生活緩方運動のとりくみ＝r調べた綴方」論の展開＝

終　章　　結　語

　　　　　　　　　　　　　　（かわぐち　ゆ慈ひろ　国埼玉大学教育学部）
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